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国
が
推
進
す
る
、
林
野

政
策
へ
の
町
の
考
え
を
問
う
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
現
在
、

森
林
所
有
者
か
ら
管
理
委
託

さ
れ
て
い
る
件
数
は
何
件
か
。

　
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

き
、
令
和
元
年
度
か
ら
森
林

管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
着

手
を
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
に
、
市
ノ
瀬
、
上
川
口
、

大
屋
敷
、
大
井
川
地
区
に
て

事
業
を
実
施
し
、
境
界
の
明

確
化
実
施
の
総
面
積
が
２
９

７
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
意
向

調
査
回
答
に
係
る
総
面
積
が

２
６
０
・
47
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

こ
の
う
ち
今
後
、
町
に
対
し

て
森
林
管
理
を
委
託
し
た
い

山
林
所
有
者
の
方
は
22
名
で
、

筆
数
が
63
筆
、
面
積
44
・
61

ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　
　
境
界
線
の
確
定
登
記
は

必
須
だ
と
思
う
が
、
終
了
予

定
は
い
つ
か
。

　　
大
ま
か
な
数
値
で
、
50
年

は
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

し
た
が
、
50
年
と
い
う
の
は

か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
少
な

く
て
も
半
減
を
目
標
に
、
今

後
進
ん
で
い
く
こ
と
が
前
提

と
考
え
て
い
る
。

　
　
林
野
政
策
か
ら
の
観
点

も
、
私
有
林
へ
の
作
業
道
整

備
に
関
す
る
補
助
金
制
度
の

創
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
幅
員
に
よ
り
基
本
と
な
る

補
助
額
が
異
な
る
が
、
１
・

５
メ
ー
ト
ル
か
ら
４
段
階
に

分
け
て
、
３
メ
ー
ト
ル
以
上

範
囲
に
お
け
る
作
業
道
の
開

設
費
用
に
対
し
て
、
定
額
の

補
助
を
今
年
度
か
ら
の
新
た

な
取
り
組
み
で
実
施
し
て
い

る
。
　

　
山
林
所
有
者
の
方
に
制
度

の
対
象
を
広
げ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
引
き
続
き
山
林
、

里
山
整
備
を
進
め
、
よ
り
収

益
性
の
高
い
森
林
の
整
備
に

向
け
て
取
り
組
む
。

　

　
　
保
育
所
に
お
け
る
今
年

度
の
待
機
児
童
の
状
況
は
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
い
る
待
機
児
童
の
定

義
に
当
て
は
め
た
場
合
、
現

在
、
町
内
に
お
け
る
待
機
児

童
は
い
な
い
が
、
０
歳
児
ク

ラ
ス
に
入
所
を
希
望
し
て
い

る
２
名
の
方
が
、
面
積
基
準

に
よ
る
受
け
入
れ
定
員
の
関

係
に
よ
り
、
希
望
す
る
保
育

所
に
入
所
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
先
に
述
べ
た
、
厚
生
労
働

省
の
定
義
で
は
、
通
常
の
交

通
手
段
に
よ
り
自
宅
か
ら
30

分
未
満
で
登
園
が
可
能
な
保

育
所
が
あ
る
場
合
は
、
待
機

児
童
と
し
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
２
名
と
も
が
こ
れ
に
該

当
す
る
の
で
、
町
内
に
お
け

る
待
機
児
童
は
い
な
い
と
い

う
こ
と
と
な
る
。

　
　
保
育
士
不
足
は
、
各
自

治
体
で
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
緊
急
の
対

策
と
し
て
保
育
所
に
関
わ
る

職
員
の
処
遇
改
善
が
急
務
で

は
な
い
か
。

　
正
規
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
民
間
準
拠
を
基
本
と

す
る
人
事
員
勧
告
に
基
づ
く

国
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
給

与
条
例
等
の
見
直
し
を
行
っ

て
き
て
お
り
、
民
間
準
拠
の

給
与
水
準
を
十
分
に
満
た
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
非
正
規
職
員
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

導
入
に
よ
り
、
任
用
等
の
規

定
の
厳
格
化
を
す
る
と
と
も

に
、
正
規
常
勤
職
員
と
の
均

衡
を
図
り
な
が
ら
処
遇
改
善

を
行
な
っ
て
い
る
。

　
で
き
る
限
り
の
処
遇
改
善

は
考
え
て
お
り
、
号
給
の
検

討
の
中
で
引
き
上
げ
る
と
い

う
措
置
も
と
っ
て
き
た
。

　
法
に
準
じ
た
中
で
、
し
っ

か
り
と
精
度
を
上
げ
た
い
。

林業振興

国推進の林野政策への考えは

森林経営管理法に基づき着手

待
機
児
童
の

　
　
　
状
況
は

国
の
定
義
で
は
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土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
い
て
指
定
さ
れ
る
、
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
（
通
称

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
内
に
あ
る

指
定
避
難
所
は
ど
れ
だ
け
存

在
す
る
の
か
。

　
そ
れ
ら
の
避
難
所
は
、
豪

雨
や
地
震
等
で
裏
山
が
崩
れ

る
な
ど
し
て
避
難
先
が
失
わ

れ
る
ケ
ー
ス
、
或
い
は
避
難

し
て
も
安
全
性
が
危
惧
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
特
別
警
戒
区
域
及
び
警
戒

区
域
（
通
称
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
）
内
で
、
建
物
構
造
が
木

造
で
土
砂
災
害
に
耐
え
ら
れ

な
い
施
設
は
、
避
難
所
に
指

定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

地
震
等
の
避
難
所
65
カ
所
の

内
、
10
カ
所
が
土
砂
災
害
特

別
区
域
内
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
ハ
ー
ド
対

策
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、
県
の
土
砂
災
害
防
止

対
策
と
し
て
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
５
カ
年
で
10
カ
所
、

令
和
８
年
度
か
ら
10
カ
所
の

対
策
計
画
で
あ
っ
て
、
町
内

10
カ
所
全
て
の
早
期
対
策
は

厳
し
い
状
況
だ
。

　　
　
こ
の
10
カ
所
は
現
地
調

査
を
行
い
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
県
に
対
策
要
望
を
行
っ

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
現
地
確
認
を
行
い
、
避
難

方
法
等
も
考
慮
し
た
中
で
優

先
順
位
を
付
け
、
対
策
を
講

じ
て
行
く
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
現
在
の
町
道
改
良
工
事

路
線
数
と
、
予
算
額
の
推
移

は
ど
う
か
。

　
町
道
改
良
工
事
は
、
大
方

地
域
が
６
地
区
７
カ
所
、
佐

賀
地
域
が
４
地
区
７
カ
所
の

10
地
区
14
路
線
で
実
施
。

　
予
算
額
は
国
か
ら
の
決
定

額
を
基
準
と
し
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
で
は
２
億
９
千
万

円
か
ら
３
億
円
の
間
で
推
移

し
て
い
る
。

　　
　
今
後
、
財
源
確
保
が
厳

し
く
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ

る
が
、
工
事
進
捗
見
通
し
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
。
整
備
計

画
路
線
で
大
方
地
域
の
田
端

支
１
号
線
、
坂
本
長
田
支
１

号
線
、
馬
荷
線
は
令
和
７
年

度
、
湊
川
線
は
11
年
度
、
大

井
川
馬
荷
線
の
全
計
画
は
13

年
度
完
了
予
定
で
あ
る
が
、

現
工
事
区
間
の
早
期
暫
定
供

用
に
向
け
取
り
組
む
。

　
佐
賀
地
域
の
、
中
角
中
切

川
原
田
線
は
７
年
度
、
伊
与

喜
線
、
中
角
奈
路
線
、
荷
稲

拳
ノ
川
線
は
８
年
度
、
西
の

路
線
は
11
年
度
の
完
了
予
定

に
向
け
取
り
組
む
。

　
　
令
和
元
年
７
月
に
第
２

期
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
、
令
和
３
年
10
月
に
中

間
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

「
適
正
な
学
校
規
模
の
検
討
」

項
目
に
お
い
て
、
見
直
し
に

あ
た
っ
て
２
年
間
の
取
り
組

み
内
容
等
を
ど
の
よ
う
に
評

価
検
証
し
た
の
か
。
ま
た
議

論
す
る
と
い
う
が
議
論
と
は
。

　
学
校
の
在
り
方
や
地
域
と

の
関
わ
り
方
の
中
で
、
保
護

者
等
と
総
合
的
に
検
討
し
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
協
議
は
何
か
し
ら
の
案
を

持
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
は
思
う
が
、
他
自
治

体
で
は
そ
の
よ
う
に
行
う
と

誤
解
や
混
乱
を
生
む
こ
と
も

見
受
け
ら
れ
、
こ
の
や
り
方

は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て

お
り
、
保
護
者
の
発
意
か
ら

始
め
た
い
。

防災対策

避
難
所
の
安
全
性
確
保
を

現
地
調
査
の
う
え
対
策
検
討

整
備
路
線
数
と

予
算
額
推
移
は

14
路
線
で
年
間

３
億
円
程
度

町道改良

適
正
な
学
校
規

模
の
取
組
み
は

住
民
の
発
意
か

ら
始
め
た
い

教育行政

黒潮町の自然豊かな山となだらかな川（蜷川）
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改良工事実施中の町道湊川線（令和５年 12月）
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